
 

 

 

 

 

 ３月７日（火）秋田市中通のイヤタカにおいて令和４年度企画運営委員会が開催された。 

昨年は、WEB 会議だったことから２年ぶりの対面開催となった。立田委員長が最近の経済動向に触れながら開

会の挨拶を行い審議となった。 

審議事項は、（１）令和４年度事業計画の実施状況報告、（２）令和５年度事業計画（案）についての２点。小野

専務理事が重点事項２項目①財政基盤の安定、②会員増強目標を中心に事業実施状況を報告した。財政基盤の安定

については当初の収支予算見込み△１，５２６千円から赤字幅が縮小する見通しであることから目標達成とし、一

方、会員数の増強目標については、期末会員数が１先減の２６６名にとどまる見込みで目標の２７０先から４先乖

離のため未達とした。      

令和４年度は新規入会２先、退会３先で、減少１先。令和５年４月１日時点では入会１先、退会２先が予定され

ており、２６５先となる。このため、財政面に影響することから会員増加が急務となり、新年度の重点事項として

引き続き取り組むこととし、これまで以上の協力を依頼した。 

秋経協・セミナーについては、４年度当初コロナウイルス感染防止の観点から受講者数を制限しての開催だった

が、夏場以降はコロナ対策の進展に伴い、受講者数がコロナ禍前の水準に回復したことが報告されたほか、各会議

の開催状況、二水会活動および広報・交流活動の実施状況が報告された。 

事業計画（案）は、前年度同様の事業方針となるが、相違点として役員改選期でないため理事会開催回数が前年

より１回減少し３回となること。支部総会を会議の項目に含めることが説明され、参加委員の了承を得た。 

 


